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山口地域ＰＰＰ／ＰＦＩ官民連携プラットフォーム 

 ２０２６年度「ＰＰＰ／ＰＦＩセミナー・官民対話」の開催について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）および子会社である山口銀行（頭取 

曽我德將）、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（代表取締役 藏重 嘉伸）は、山口地域ＰＰＰ※１／ＰＦＩ※２

官民連携プラットフォームにおいて、２０２６年度「ＰＰＰ／ＰＦＩセミナー・官民対話」を開催します

ので、下記のとおりお知らせします。 

 山口フィナンシャルグループでは、本プラットフォームの取り組みを通じて自治体と民間事業者の対

話機会を創出し、新たな官民連携事業の形成を支援することで、地域の活性化を目指してまいります。 

 

※１ ＰＰＰ：公共施設等の建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うことにより、民間の創

意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化等を図る取り組み 

※２ ＰＦＩ：公共施設等の整備・維持管理・運営等に民間の資金やノウハウを活用し、財政負担の縮減

や公共サービスの向上を図る事業手法 

 

記 

１．開催概要 

今回は講演および官民対話を中心としたプログラム構成となっております。詳細は別添チラシをご参

照ください。 

名 称 ２０２６年度「ＰＰＰ／ＰＦＩセミナー・官民対話」 

日 時 ２０２６年８月２７日（木）１３：３０～１６：４５ 

会 場 下関市生涯学習プラザ ２階学習室１・学習室２ 

（山口県下関市細江町三丁目１番１号 ） 

形 式 現地会場およびＷＥＢの併用開催 

※参加者には後日、参加方法等に関する案内をお送りします。 

対 象 者 自治体、民間事業者等 

参 加 料 無料 

定 員 
現地会場６０名、ＷＥＢ２００名 

※お申込みは先着順とし、定員に達し次第、受付を終了いたします。 

 

 

 



プログラム 

【第１部】ＰＰＰ／ＰＦＩセミナー 

＜１３：３０～１４：３０＞ 

■ＰＰＰ／ＰＦＩセミナー（６０分） 

○テーマ 

「スモールコンセッションの最前線と今後の展望」 

○講師 

公共 R不動産 プロジェクトプロデュース事業部 

兼 合同会社コトプレイス 代表社員 川口 義洋氏 

 

＜１４：３０～１４：５０＞ 

休憩・会場移動・名刺交換 

 

【第２部】官民対話（オープン型サウンディング） 

＜１４：５０～１５：４０＞ 

■オープン型サウンディング① 

宇部市（財産管理課） 

「岬地区のまちづくりに資する市有地活用」 

 

■オープン型サウンディング② 

下関市（資産経営課） 

「カラトピア空き店舗再生事業」 

 

＜１５：５５～１６：４５＞ 

■オープン型サウンディング③ 

光市（都市政策課） 

「ＤＳ Ｌｉｆｅ Ｄｅｓｉｇｎ冠山パーク（冠山総合公園）に隣接する 

市有地の有効活用事業」 

 

■オープン型サウンディング④ 

宇部市（政策企画課 行政推進課）、山口県教育委員会、山口県 

「旧宇部西高等学校の利活用検討事業」 

主 催 
山口県、下関市、日本政策投資銀行、民間資金等活用事業推進機構、 

山口フィナンシャルグループ、山口銀行、ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

後 援 内閣府 

 

２．お申込みについて 

下記ＵＲＬまたはチラシに記載のＵＲＬ・二次元コードより、ＷＥＢ上にて申込みをお願いします。 

＜申込リンク＞ https://forms.cloud.microsoft/r/RQxUkTQfFq 

申込締切：８月２０日（木）１７：００迄 

 



３．山口地域ＰＰＰ／ＰＦＩ官民連携プラットフォームの概要  

（１）地 域 山口県 

（２）名 称 山口地域ＰＰＰ／ＰＦＩ官民連携プラットフォーム  

（３）代表構成員 山口県、下関市、日本政策投資銀行、民間資金等活用事業推進機構、 

山口フィナンシャルグループ、山口銀行、 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（運営責任者） 

（４）構 成 員 自治体、民間事業者等 

 

４．ＰＰＰ／ＰＦＩ官民連携プラットフォームについて 

ＰＰＰ／ＰＦＩ官民連携プラットフォームは、２０１８年７月に設立した、自治体・金融機関・民間

事業者が連携し、ＰＰＰ／ＰＦＩ事業の創出・形成を促進する官民連携の枠組みです。ＹＭＦＧ ＺＯ

ＮＥプラニングは、セミナーや官民対話の企画・運営を通じて案件形成や事業化を支援しています。 

 

５．山口フィナンシャルグループのサステナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナ

ビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリアリテ

ィ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーション創出、

地域産業の成長サポート」の実現に資する取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 地域マネジメント事業部 

担当：松本 ＴＥＬ：０８０－４７４８－３９０８ 

 



PPP/PFIセミナー
官民対話

山口地域PPP/PFI官民連携プラットフォーム

8月 27日

下関市生涯学習プラザ
2階 学習室1・学習室2

主催：山口県、下関市、日本政策投資銀行、民間資金等活用事業推進機構、
山口フィナンシャルグループ、山口銀行、YMFG ZONEプラニング

後援：内閣府

お問い合わせ先
YMFG ZONEプラニング 担当 松本
TEL：080-4748-3908｜Mail：ppppfi@ymfg.co.jp

13:30~16:45

定員

お申込はこちら

参加無料
現地会場およびWEB開催

8月 20日 (木) 
17:00迄

https://forms.cloud.microsoft/r/RQxUkTQfFq

現地会場60名 WEB200名

会場

木

〒750-0016
山口県下関市細江町三丁目1番1号

川口義洋氏が関与したスモールコンセッション事例
岡山県津山市：城下小宿糀や

出典：「城下小宿糀や」https://www.tsuyama-kojiya.com/

プログラム

申込
二次元コードまたは下記URL
からお申込みください

山口フィナンシャルグループの子会社であるYMFG ZONEプラニングは、山口・広島・北九州地域において地元自治体や地元金融機関
を主要メンバーとする「PPP/PFI官民連携プラットフォーム」を立ち上げ、2019年度から内閣府・国土交通省より「PPP/PFI地域プラット
フォーム協定」の選定を受けています。同プラットフォームを活用して、ノウハウ向上や機運醸成を図るセミナーの実施に加え、
「官民対話（サウンディング）」をプログラムの柱とすることで、案件創出を促し、官民連携による活性化につなげてまいります。

電車でお越しの方
下関駅から徒歩15分

お車でお越しの方
下関ICより車で約15分

アクセス

2026年度

締切

PPP/PFIセミナー
13:30~14:30

第１部

宇部市
岬地区のまちづくりに資する市有地活用

官民対話（オープン型サウンディング）
14:50~16:45

第２部

スモールコンセッションの
最前線と今後の展望 ※お申込は先着順とし、定員に達し次第、受付を終了

いたします。

下関市
カラトピア空き店舗再生事業

光市
DS Life Design冠山パークに隣接する市有地の
有効活用事業

宇部市
旧宇部西高等学校の利活用検討事業

川口 義洋 氏 公共R不動産 プロジェクトプロデュース事業部
兼 合同会社コトプレイス 代表社員



第１部 PPP/PFIセミナー

14:50
~

15:40

第２部 官民対話（オープン型サウンディング）

岡山県津山市在住｜2025年3月に津山市役所を退職し、
合同会社コトプレイスを設立｜津山市役所時代には、
旧グラスハウス利活用事業など、様々な公民連携プロ
ジェクトを実践｜FM+PPPで公共施設を幸せな存在に
するために日々奮闘中｜建築は趣味のようなもので、
仕事との領域はかなり曖昧｜「公共空間に彩りを添え
て、まちを楽しく豊かに」が活動テーマ｜2025年よ
り公共R不動産に参画｜一級建築士

15:55
~

16:45

13:30
~

14:30

※官民対話の案件概要につきましては、YMFG ZONEプラニングのHP内のニュースリリースからご確認ください。

『スモールコンセッションの最前線と今後の展望』

川口 義洋 氏 公共R不動産 プロジェクトプロデュース事業部
兼 合同会社コトプレイス 代表社員

『DS Life Design冠山パークに
隣接する市有地の有効活用事業』

光市 都市政策課

市内有数の交流拠点である冠山総合公園
に隣接する市有地（約18,000㎡）の活用
を検討。周辺には市役所や公共施設が立
地している。公
園との一体利用
による滞在時間
の延伸や賑わい
創出を目指す。

宇部市 財産管理課 下関市 資産経営課

宇部市 政策企画課 行政推進課
山口県教育委員会、山口県

令和8年3月末に閉校となった山口県立宇
部西高等学校の利活用を検討。利活用の
アイデアや事業可能性、参入条件などに
ついて幅広く意見
を伺い、廃校施設
を拠点とした持続
可能なまちづくり
を目指す。

『旧宇部西高等学校の利活用検討事業』

『カラトピア空き店舗再生事業』

宿泊施設開業等で盛り上がりを見せる唐
戸地区に位置する複合施設「カラトピ
ア」の空き店舗（1

～3階の一部）を活
用し、商業・観光・
福祉・交流機能の導
入による賑わい創出
を目指す。

大型商業施設に隣接する市有地（約1,000

㎡）について、民間主導による有効活用
を検討。好立地で
あることから周辺
地域への波及効果
や市民の利便性向
上につながる事業
提案を募集。

『岬地区のまちづくりに資する
市有地活用』


